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２０１２年１１月３日　第５３号　作成責任及び文責　古畑　等








団ホームページより②　あけてびっくり～歌詞公募ニュ－スNo1さん 2012年 10月 23日 23時 25分 57秒 


投函BOXを整理させていただきました。これまでに、10人の方から25作品がエントリ－されていいます。ご協力いただいたみなさんありがとうございます。頭の中でもやもやしているのだが・・・書きかけて、あともう少し・・・・という方もいらっしゃるのではないでしょうか。10月末まで少し時間があります。みんなで作りましょう！組曲「みどりの風に」ぜひ頑張って仕上げてエントリ－してください。併せてメッセ－ジの方も引き続きお願いします。委嘱担当より。











写真：おわらの夜祭町流し。男衆はきびきびと、おなご衆は艶っぽくお色けたっぷり。足腰のさばきが見ごとだと思います。








シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ　　※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のIDでお入りください。








団ホームページより④　貞松響君全国大会へ さん 2012年 10月 30日 09時 16分 45秒 


第66回全日本学生音楽コンクール「声楽部門」大阪大会本選に出場されていた貞松響君が見事に入賞され、11月29日から12月4日に横浜みなとみらいホールで開催される全国大会に出場されます。響君の入賞をみんなで喜び分かちあいたいと思います。そして、全国大会でのご健闘をみんなで応援しましょう！　おかつよし（おめでとうございます！シャンテ子）














団ホームページより③　11月17日男声パート練習 さん 2012年 10月 24日 09時 38分 10秒 


テノール、ベースの両パートリーダーが相談され、久しぶりの男声パート練習が計画されました。次回練習時に召集があると思いますが、ＷＥＢでは一足先に掲示させていただきます。男性の皆さん、今から予定をお願いします。


日時：１１月１７日（土）午後３時から６時まで場所：かがりホール（南大伴）練習曲：男声合唱曲「ＨＡＮＡ」ほか※この日、午後６時３０分から、通常練習がありますので、終了後すばるホールに移動します。





写真中：むぎやとこきりこの里。合掌作りの藁屋。





11月です。葉っぱのフレディ達が旅立つ季節です。真っ赤な紅葉はクレアかな、なんて思います。この月末は40名余りが「おわら・こきりこ・むぎや」の故郷八尾・五箇山・人形山を見学に行きます。先生方も参加され、下記にもありますが、民謡の部分はどう歌えばいいかを本場で学ぶ「研究旅行」です。とはいえ温泉・懇親会も楽しみです。事情あって参加できない皆さんには申し訳ないなと思いながらも、初雪の富山県、冠雪した人形山を楽しみにしています。





され、貞松先生も練習中に同様のことを言われました。それは「民謡調の部分はカタカナで、情景表現の部分はひらかなで歌詞が書かれている。それぞれ歌い方は同じではない。歌いわけられることが大切。」ということでした。なるほど。歌い分け。これがこの曲の課題なんですね。


「民謡調（カタカナ書き）のところの歌い方は、一応音符に歌詞がついていますが、歌詞のリズムは音符のとおりとはかぎりません。日本民謡の歌い方はとても難しくて、付点音符の所は音の微妙なゆれですから、実際に本場でどう歌っているか聞いた方がいいんです。」と太田先生。早く現地で実物生演奏を聞きたいですね。


　１０月６日（土）


　練習は「富山の・・・・」三曲。


　パート練習でそれぞれの曲の音取りをしっかりやりました。その後アンサンブル。「越中おわら」。歌いだしの男声は後を追うＳＡが入ったらすうっと引く。Ｐ９「おわら節」に入ってＴの「はるかぜー」に続くページ最後の小節「エー」


は、下からシャクらずぶつけないこと。Ｐ10に入って「こおりがー」と下がるところを押さないこと。Ｐ12「越中でたてやま・・」は、ＳＴに三連譜があるが、それは民謡風のリズムで、他のパートとの微妙なずれを表現します。Ｐ９からとＰ13からある「キタサ　ドッコイサ」は落ち着いて歌い、加速しないのがいい。


「こきりこ」。やはり難しいのはＰ31の上の段。「こきりこの」に入ると加速しますが、まだ指揮者のタクトについていけていません。早く慣れないと。


「むぎや」。Ｐ45からの「ジャントコイー」については意味がまだはっきりしないけれど「さあ、おおぜい来てよ」というぐらいのセリフだろう。


練習最後は「みどりの風」を通しました。








諸連絡


団長から：①6時30分練習開始で6時からの発声練習にも参加をよろしく。②月会費・歌詞委嘱料（月額300円）の


納金をよろしく。③来年の事ですが、「みどりの風に」の広がりを進めるために6月の大阪府合唱祭に参加、出演し


てはどうかという声を聞いています。大阪府合唱連盟理事長さんにたまたまお会いしたら、南河内に８０人規模の


混声合唱団があるんですか、是非参加してくださいというお声掛けも頂きました。今後の検討課題にします。


岡田さん：歌詞の応募または感想文の提出について。多数の応募、感想文が箱にはいりました。今後奥野時子さんが


厳正に、匿名扱いでまとめ、提示します。その結果、再募集もありえます。ご協力感謝とのことでした。





練習状況　１０月６日（土）


　和田先生は今回も初めての練習法を教えてくださいました。①たっぷりブレスを取ってノンブレスで１から３０までを数えながら歩き回る方法。「いち、に、さん、し・・・」とみんながぶつぶつつぶやきながら行ったり来たりしていました。「３０」と数え終わったらみなゼーゼーハーハー。なかなかハードです。②「犬のハッハッハをやりましょう。口を開けて舌を出すと口腔が乾いてしまうので、口を閉じて鼻から息を吐くのです。」つまりみんな「フムフムフム・・・」とうなっていました。「その息が鼻からではなく頭のてっぺんから出ているような感覚で。」①も②も腹筋をかなり使います。スリムボディ実現にもいいですね。


　さて練習曲は、「富山・・・」の三つ目。「むぎや」。まず音取り練習。それからアンサンブルでした。「おわら・こきりこ」と同様、この曲の楽譜も大きい折り返しがあります。


Ｐ３８〔早春の情景〕から始まって、もんやじいさん登場。「イナーアイナーエイナーイナー」「オウオウオウオー」とじいさんと人形山が対話し、Ｐ４３〔春をむかえる〕に進みます。楽譜はそのまま続けてＰ４５〔むぎや〕に。テノール・バスが先陣きって「むーぎーや・・」とむぎや節の旋律を歌い、Ｐ５０の〔春のよろこび〕に進みます。


それからＰ５４「ジャントコイ」の掛け合いにいって、Ｄ．Ｓ．（ダルセーニョ）でＰ４６のテノール・バス「むーぎーや・・」に戻り、Ｐ４９のページ末コーダ記号で、Ｐ５５コーダ部へジャンプ。最後をＦＦで歌いきります。この曲を含め三つとも、民謡に基づいて作曲されています。そのことについて、丁度ご来場の太田真紀先生が説明








団ホームページより①（Ｔ岡田さんのご投稿）


源田先生のエッセイ～「鳥肌の原点」さん2012年 10月 12日 20時 45分 45秒 


過日届いた全日本合唱連盟機関誌「ハーモニー」最新号の巻頭に源田俊一郎先生が、顔写真とともにエッセイを寄せられています。参考まで転載させていただきます。少し長くなりますが、源田先生に免じてご容赦ください。Ｔ：おかだ


♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪


　　　「鳥肌の原点」


ハモることはこの上ない快感である。メロディの3度上に音を重ねて2声になる。カラオケではこれでもう十分な快感である。合唱の原点はここにあるのだ。さらに3声、4声と声部が増えれば快感が感動となって鳥肌が立つ。そういえば自分が合唱と出会い、鳥肌を立てたのはいつごろだろうか？


男子校だった高校時代。少人数の男声合唱でほそぼそと歌っていた宗教曲や黒人霊歌。わけもわからずひたすら練習し、ハモることに喜びを感じていた。そして高校音楽連盟の音楽会で初めて体験した大人数の混声合唱。ビリビリと痺れるような鳥肌が何度も立った。帰り道はみんなで歩きながら合唱の輪ができ、ひと目もはばからず駅のホ－ムで歌った。合唱愛好家なら誰でも心当たりのある経験かもしれないが、あれが私の鳥肌の原点となった。


その後音楽大学でも4年間混声合唱に浸ることになったが、その合唱団は各地の学校をめぐりながら音楽教室を開催する活動が中心だったので、一般の合唱団とは違った体験をした。


この頃から自分で編曲しては合唱団に歌ってもらい、音楽をつくることの面白さに惹かれていった。自分の中で快感を目論みながら和音を構成し、転調の時期をうかがう・・・。今の自分につながる試行錯誤が始まっていた。


編曲でも作曲でも、曲を書くときには私は歌い手の心理を読んでいる。「ここまで歌ってきた時、そのパ－トはどんな気持ちだろうか？」、「ほかのパ－トやピアノの音を聴きながら、この場所でどんな音や言葉を歌いたいだろうか？」と考える。


それらはすべて自分の合唱体験がもとになっているのだ。体が楽器である以上、歌い手の気持ちはダイレクトに声となって現われる。それぞれのパ－トが気持ちよく歌えてこそ最高のアンサンブルになるはずだ。


合唱はハ－モニ－であり、ハ－モニ－は声と声が出会うこと、つまり合唱活動は人と人とが出会うことにほかならない。吹奏楽ほど大きな音は出せないが、繊細な声のハ－モニ－には人の心を洗う力があると信じる。地震や津波、火山の噴火、放射能も混迷する政治にも音楽は無力だ。けれど人間の心を支えていくものの一つとして、私は合唱を続けていきたい。


♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪


　岡田さん。転記ご苦労様でした。ありがとうございました。（シャンテ子）








写真：「こきりこ」のささら踊り。男性が「びんざさら」を持って大きなしぐさで踊ります








